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演題 「発達障害者だから話せる！！ 

凸凹が大きいことからくる、その困難性について」 

講師  笹森
ささもり

 理
り

絵
え

氏 （発達障害ダイバーシティサポーター®代表） 

33歳で自身の発達障害の診断を受ける。当事者として親として（3人の子ども

たちも発達障害）、講演やNHK の福祉番組等で自らの体験を語り、発達障害への

理解を訴えている。神戸市発達ピアカウンセラーとして、当事者や親の相談にも応

じている。精神保健福祉士・睡眠健康指導士上級などの資格を有し、著書に、「へ

んちゃんのポジティブライフ」「私と三人息子は発達障害です。何か？」等がある。 

日時  平成 2６年８月２１日(木)1０:０0～1２:00（受付９:30～） 

参加費 無料 

会場  兵庫県立視覚特別支援学校 

     〒655-0884 神戸市垂水区城が山４丁目２－１ 

         （山陽電車「滝の茶屋」駅下車 北西へ徒歩５分） 

参加申し込み 
 参加を希望される方は、県立視覚特別支援学校 支援部（島田由美子）まで、ＦＡＸで 

お申し込みください。 

   FAX 078―751―３254  TEL 078―751―3291   

 

ＦＡＸ送信票 

８月２１日の「公開教育講演会」に参加します。 

    ８月１５日（金）締め切り  

※職種等の欄には、教員、支援員、施設職員、保護者などのご記入をお願いします。 

ご所属（またはご住所） 職種等 お名前 ご連絡先電話番号 

    

    

    

公開教育講演会 

※切り取らずに、このままＦＡＸしてください。 


